
患者氏名 主治医： 担当看護師：

日時 1日目（　　　/　　　） 3日目（　　　/　　　） 4日目（　　　/　　　） 5日目（　　　/　　　） 6日目（　　　/　　　）

病日 入院日
大腸粘膜下層剥離術

当日（術前）
大腸粘膜下層剥離術
当日（術中～術後）

治療後1日目 治療後2日目 治療後3日目 退院日

達成目標

・治療について理解できる。
・不安な点、疑問点など医療者に
確認できる。

・下血がない。
・腹痛がない。

・飲水の指示が守れる。 ・退院後の生活について理解でき
る。

治療・薬剤   
(点滴・内服)  
 　　・処置

・眠前に下剤を内服します。 ・朝検温をします。
・朝から点滴をします。
・朝６時から下剤を飲み始めま
す。
・浣腸をします。
・出棟前に弾性ストッキングを着
用していただきます。

・検査後に検温をします。
・点滴が終了したら針
を抜きます。

検査

・採血
・心電図
・レントゲン

・採血
・レントゲン

活動・安静度

・特に制限はありません。 ・特に制限はありませんが、病棟
から離れるときは看護師に声を
かけて下さい。

・2時間ベッド上安静となりま
す。（座位も不可）
・安静解除後は翌朝までトイ
レ歩行のみ可となります。

・制限はありません。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・病棟から離れる時は　　
看護師に声をかけてくだ

食事

・夕食は注腸食です。 ・朝から食事はありません。
・医師の指示がでるまで食事や
飲水は出来ません。

・水分の摂取は可能です。 朝：流動食
昼：中粥A（3～4分粥）
夕：中粥B（7分粥）

治療後3日目より全粥食

清潔

・入浴・シャワー浴が出来ます。 ・入浴、シャワー浴は出来ませ
ん。

・安静解除後、清拭のみでき
ます。

・清拭のみできます。 ・シャワー浴ができま
す。

排泄

・特に制限はありません。 ・治療前にトイレを済ませて下さ
い。

・安静解除まではベッド上で
排泄します。

・特に制限はありません
が、便に血液が混ざってい
ないか確認してください。

患者様及びご
家族への説明　
　栄養指導　　

服薬指導

・入院オリエンテーション、治療の
経過について説明があります。
・持参薬を確認します。
・承諾書を確認します。
・術後の食事指導について日程
確認を行います。ご家族が同席
された方が良い場合は、日時調
整を行いますので医師もしくは看
護師へご都合をお伝えください。

・内視鏡室で治療を行いますの
で呼び出しがあるまでお待ち下さ
い。

・安静解除後の初回歩行は看
護師が付き添いますので、
ナースコールを押して下さい。

・治療後2日目～退院
日までの間で（土・日・
祝日を除く）管理栄養
士による食事指導を行
います。

・退院後の生活について
説明があります。

【早期胃癌・表在型食道癌・早期大腸癌の治療: 内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）】
健康診断やドックの効果もあり、消化管の早期癌の中には、内視鏡切除ができる状態で発見されるものが増えてきています。必要があれば拡大内視鏡や超音波内視鏡などの精密検査を事前に行い、内視鏡での治癒切除が見込める病変であれば、積極
的に治療を行っています。内視鏡的粘膜下層剥離術（endoscopic submucosal dissection; ESD）では、癌より深い粘膜下層に薬液を注入し、厚みのできた層を丁寧に電気ナイフで切開・剥離していき、癌を一括切除します。局注針や治療ナイフなどの処置具
は内視鏡の先端から胃内に出すことができ、すべての操作を口から行うため、外科手術のようにお腹に傷を作ることなく治療できます。治療は、鎮痛薬は鎮静剤を用いて、最大限苦痛が無いように行います。概ね7日前後の入院期間を要します。当院では1
年間で、約200例の治療を行っています。

大腸粘膜下層剥離術を受ける患者様へ

ご質問やご不明な点がありましたら、主治医または担当看護師にお伝えください。
予定は、お身体の状態や検査の状況で変更となる場合がございます。ご了承ください。

東邦大学医療センター大森病院　　　R4年9月修正

・食事の指示が守れる。

2日目（　　　/　　　）

・病棟内のみ歩行していただいて構いませんが、病
棟外は車椅子を使用します。

患者さん用
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